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　平成２９年１２月２４日（日）組・班長を主体とした災害時模擬訓練を実施しました。（８５名参加）

　７月９日に初めて自主防災会のメンバーで、活動マニュアルや帳票の確認、役員・リーダー・G長の

指示訓練、無線機の使用訓練等を行なってきました。

　今回は災害発生時に、組・班長がどう行動すればいいのか、震度５弱の地震が発生したとの状況を

想定し、一連の行動を模擬訓練し、行動手順を確認しました。

　１．災害発生時班長が行動すること

　　　①近隣の住民と協力して救出、救護、消火活動。

　　　②組長への災害状況（班住民の安否、家屋の被害等）の連絡。

　　　③組長からの情報を班住民に伝達。

　２．災害発生時組長が行動すること

　　　①近隣の住民と協力して救出、救護、消火活動。

　　　②要配慮者の安否状況確認。

　　　③組内の災害状況を本部へ連絡。

　　　④本部からの情報を、組内へ伝達。

　組長や班長は毎年変わっていきますが、このような訓練を定期的に行い、町内全ての方に防災意識を

植えつけて行きたいと考えています。

受付 自主防災メンバーによる模範演技

参加者の皆さん

平成30年1月31日

第２回　災害時活動マニュアル 室内模擬訓練実施
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東  境  防  災  だ  よ  り 

回覧 

東境自主防災会



★訓練風景

近隣住民の安否確認

災害状況の記入

本部への連絡
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